
建築基準法第１２条第５項の規定に基づく 

工事監理報告書（木造関係） 

     年  月  日 

 建 築 主 事  様 

 

工事監理者  事 務 所 名                                級建築士事務所（   ）登録第     号 

所 在 地                                   電話     （    ） 

資格・氏名       級建築士（大臣・知事）第        号                     

工事施工者  施 工 者 名                                建設業許可 （特定・一般）第      号 

所 在 地                                   電話     （    ） 

氏 名                                                      

建 築 主  住   所                              電話     （    ） 

氏   名                                                 

 

下記の建築物は建築基準法並びに，これに基づく命令及び条例の規定に適合した施工を行い，構造耐力上安全であることを確認し

ましたので報告します。 

工 事 名 

建 築 場 所 

確認年月日番号     年  月  日    第     号 構 造 計 算 ルートⅠ，ルートⅡ，ルートⅢ 

工 事 概 要

工 事 種 別 木造（在来工法・枠組壁工法・木造大断面工法） 工 事 種 別 新 築・増 築 

階   数 地上  階・地下  階・PH  階 最 高 の 高 さ      ｍ 軒の高さ      ｍ 

建 築 面 積               ㎡ 延 床 面 積                 ㎡ 

確認済後の設計

変更 

（ 有 ・ 無 ） 

    年  月  日  第    号 

内容１ 

  ２ 

木 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

材 

在
来
工
法 

土  台 檜・ひば・ 

柱 檜・杉・栂・ 

認 

定 

大臣認定      年  月  日  第   号 

（認定内容：                   ） 

工業化認定      年  月  日  第   号 

横 架 材     松・栂・ 

母  屋 杉・松・栂・ 

基 
 
 
 
 
 

礎 

支 持 地 盤 ローム 砂礫 砂 支持力     ｋＮ／㎡ 垂  木 杉・松・栂・ 

直 接 基 礎 独立 連続 べた 液状化対策（ 有 ・ 無 ） 

枠 
 

組 
 

壁 
 

工 
 

法 

土  台 

床 根 太     

甲種枠組材（特級，１級，２級） 

甲種枠組材（特級，１級，２級） 

杭 基 礎

・打込み杭   ＲＣ ＰＨＣ（A.B.C   ） 鋼管 

・埋込み杭  ＲＣ ＰＨＣ（A.B.C   ） 鋼管 

・ 

認定工法 （               ） 

    年  月  日   第    号 

端 根 太     

側 根 太     

構造用集成材（１級，２級） 

構造用集成材（１級，２級） 

床 ・ 梁     

ま ぐ さ     

構造用大断面集成材（１級，２級） 

構造用大断面集成材（１級，２級） 

コンク

リート 

普通 基    礎 Ｆｃ １８  ２１ ２４ 

天  井 

根  太 

構造用集成材（１級，２級） 

構造用集成材（１級，２級）  ～ Ｆｃ １８  ２１ ２４ 

鋼 
 
 
 

材 

鉄筋 SD295(A.B)，345， 
ガス圧接・特殊継手 

（Ｄ   ～   ） 

垂木・棟木  

屋 根 梁      
形鋼 

鋼板 

SS400.490   STKR400.490 

SM400(A・B).490 
工場溶接・現場溶接 

た て 枠     

上  枠 

頭つなぎ 

大  枠 

甲種枠組材（特級，１級，２級，３級） 

甲種枠組材（コンストラクション,スタンダード） 

構造用集成材（１級，２級） 

 

※ １ 

監

理

者

総

合

所

見 

 大
断
面
木
造 

柱 

横架材 

（間柱，

小梁を除

く） 

構造用大断面集成材（１級，２級） 

構造用集成材 

化粧梁構造用集成材（１級，２級） 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  【基   礎】 

 
   1 設計支持地盤を確認した。（        層） 
   2 基礎杭の品質，位置，（芯ずれ距離   ｍｍ），径，長さ，本数及び支持力を確認した。 

   3 基礎，地中梁の形状及び位置を確認した。 
   4 鉄筋の径，本数，間隔，定着，継手及び位置を確認した。 
   5 地中梁の貫通箇所の位置及び補強を確認した。 

   6 型枠寸法及びかぶり厚さを確認した。 
   7 打設後の養生（コンクリート養生及び型枠，支柱の取外し等）を適正に行ったことを確認した。 
   8 使用するコンクリートの受入れ検査を行い，所要のワーカビリティ，強度，その他の性能が得られたことを確認した。 

   9 アンカーボルトの径，定着及び配置を確認した。 
 
  【枠組壁工法】 

 
   1 構造耐力上必要な部分に使用する枠組材の品質，寸法及び配置を確認した。 
   2 構造耐力上必要な部分に使用する床材，壁材及び屋根下地材の品質及び寸法を確認した。 

   3 構造耐力上必要な部分に使用するクギ及びネジの品質及び寸法を確認した。 
   4 土台，床根太，端根太及び側根太の品質，寸法及び配置を確認した。 
   5 床の各部材相互及び床の枠組と土台又は頭つなぎとの緊結を確認した。 

   6  壁の各部材相互及び壁と床，頭つなぎ又はまぐさ受けとの緊結を確認した。 
   7 小屋組各部材相互及び小屋組の部材と頭つなぎ又は屋根下地との緊結を確認した。 
   8 使用金物の品質，寸法及び位置を確認した。 

   9 防蟻及び防腐措置を地盤から（   ｍ）までしたことを確認した。 
 
  【在来工法】【木造大断面】 

  1 構造耐力上必要な部分に使用する軸組材（柱，梁，筋違い，その他の耐力壁等），床材及び屋根下地材の品質，形状，寸法 
    及び位置を確認した。 
  2 柱（通し柱，管柱），間柱，梁，桁，土台その他の横架材，筋違い及びその他の耐力壁（構造用合板等）の形状，寸法及び 

    配置を確認した。 
   3 柱（通し柱，管柱）と梁との緊結及び緊結方法（Ｚ金物及びＣ金物等の工法による）を確認した。 
   4 柱（通し柱，管柱）及び梁と筋違いとの緊結方法（Ｚ金物及びＣ金物等の工法による）を確認した。 

   5 柱（通し柱，管柱）と土台その他の横架材との緊結及び緊結方法（Ｚ金物及びＣ金物等の工法による）を確認した。 
   6 柱（通し柱，管柱），間柱，梁，桁，土台その他横架材と構造用合板との緊結に（     ）によって間隔（    ㎝） 
    以下に打ち付けたことを確認した。 

   7 ホールダウン金物の品質，形状，位置，緊結及び緊結方法を確認した。 
   8 床根太，床梁，胴差との取り合い及び床下地の取付けを確認した。 
   9 小屋組の形状，寸法，緊結及び緊結方法を確認した。 

   10 使用金物の品質，形状，寸法，位置，緊結及び緊結方法を確認した。 
   11 防蟻及び防腐措置を地盤から（    ｍ）までしたことを確認した。 
 

  下記の品質，強度を以下の方法により検査，確認した。 
 

コンクリート  ・現場水中養生した供試体の４週圧縮強度試験 

・塩分測定 
鉄    筋 〔・ミルシート  ・引張試験         〕 
鋼    材 〔・ミルシート  ・引張試験         〕 

ガ ス 圧 接       〔・引張試験   ・非破壊検査        〕 
 

 

 検査箇所 
 

 検査年月日 
 

※２ 指  摘   事  項（要写真） 是正年月日 
 

   ※２是  正  内  容（要写真） 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  記入上の注意 

 

   ◎ 提出及び記入は工事監理者によること。 

    ※１ 監理者総合所見の欄は，監理目標とその結果に対する所見を具体的に記入すること。 

    ※２ 指摘事項と是正内容の欄は，工事監理者が検査を行い，指摘した事項とその是正内容を記入すること。 

 
  その他 

 
    ● 施工写真，施工記録，データ（ミルシート，各種試験結果等）を添付すること。 

    ● 鉄骨工事をともなう場合は鉄骨工事報告書を添付すること。 

    ● 鉄筋コンクリート工事（基礎を除く）を伴なう場合は工事監理報告書を添付すること。 

 
 

 


